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第１章 新しい教育振興基本計画について 

 

 １ 計画の目的 

 

 本市は、昭和45年（1970年）に広島町総合開発計画を策定して以来、広島町

新長期総合計画、広島町第3次長期総合計画、北広島市総合計画（第４次）、

北広島市総合計画（第５次）という５次にわたる計画を策定し、自然と創造の

調和した豊かな都市をめざして、総合的、計画的なまちづくりを進めてきまし

た。  

教育委員会では、昭和44年（1969年）8月に「広島町教育基本構想」及び

「広島町教育基本計画」（昭和45年度から55年度）を策定し、計画的な教育施

策を展開してきました。  

平成23年（2011年）3月には、「北広島市総合計画（第5次）～希望都市・交

流都市・成長都市～」の基本目標を受けて策定した「北広島市教育基本計画」

（2011－2020）において、「北広島市民が、今この時代に支えあい、高めあう

関係を築くこと」を基本姿勢とし、家庭教育・幼児教育・学校教育・社会教育

が連携を深め、ともに働き、ともに成果を喜びあうことができるような学習環

境の整備に努めてきたところです。  

この「北広島市教育振興基本計画」は、令和12年（2030年）度までを計画期

間とする「北広島市総合計画（第６次）」（以下、「総合計画」という。）に

おける基本目標「学びあい、心を育むまち」に基づき、これまでの基本理念や

基本姿勢を踏まえ、新たな北広島市の教育についての基本的な方向を示し着実

に推進するための、個別・具体の施策について体系的に整理し、本市がめざす

教育の推進を目的とするものです。 

 

 

 ２ 計画の位置づけと体系 

 

 「北広島市総合計画（第 6 次）」と「北広島市教育振興基本計画（2021-

2030）の位置づけを表すと次のとおりです。 
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（昭和44年制定　昭和63年改訂　令和○年改訂）

（令和○年制定）

次期北広島市教育振興基本計画案

政策１　「生きる力」を育む学校教育の推進

政策２　信頼され、魅力ある学校づくりの推進

政策３　やさしく支えあう教育連携の推進

学びあい心を育てる9つの政策と26の施策

めざす人間像

□視点1　生涯にわたる学習環境の充実と活躍できる環境の整備

□視点2　誰もが社会の担い手となるための学びの環境の整備

□視点3　学校、家庭及び地域が一体となった教育力の向上

9つの政策と26の施策を推進する3つの視点

政策４　結び合い、学び合う社会教育の推進

政策５　スポーツ活動の推進

政策６　芸術文化活動の振興

政策７　郷土愛を育む教育活動の推進

政策８　生涯にわたる読書活動の推進

政策９　開かれた教育行政の推進、確かな教育行政の運営

希望を懐く人 交流に励む人 成長に挑む人

生涯にわたる学びをとおして、誰もが活躍できる社会の実現

テーマ「大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま」

北広島市教育ビジョン

北広島市総合計画（第6次）案

北広島市教育理念

すぐれた知性と　豊かな心と　健やかな身体をもって

自然と創造の調和を図り、郷土の未来を切り拓く人を育む

いつまでも

健康で

元気なまち

学び合い

心を育む

まち

だれもが

安全に

暮らせる

住みよい環境に

かこまれた

まち

活力みなぎる

産業と交流の

まち

交流都市希望都市

基本目標

自然と創造の調和した豊かな都市

まちづくりのテーマ

めざす都市像

成長都市

ともに歩む

持続可能な

まち

(1)

福祉・健康

(2)

教育・文化

(3)

安全・安心

(4)

都市基盤・生活環境

(5)

産業・観光

(6)

市民・行政
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 ３ 計画の概要 

  

（１） 計画の名称 

  

この計画の名称は、「北広島市教育振興基本計画（2021-2030）」とします。 

 

（２）計画の法的位置づけ 

 

我が国では、平成 30 年（2018 年）6 月、教育の振興に関する施策の総合的

かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関する基本的な方針及び講ずべき

施策その他必要な事項について「教育振興基本計画」（以下、振興計画とい

う。）を定めたところです。 

 この計画は、本市がめざす教育の推進と、国の振興計画を参酌した、教育基

本法第17条第2項に規定する地方公共団体が策定する教育振興のための施策に

関する基本的な計画であるとともに、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第１条の３に定める「地方公共団体の教育、学術及び文化の振興に関する総

合的な施策の大綱」に代わる予定となるものです。 

 

＜関係図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北広島市 国 

教育基本法 

教育振興基本計画 

北広島市総合計画（第 6 次） 

北広島市教育振興基本計画（2021-2030） 

参酌 

総合計画における

教育分野を構成 

第 17 条第 1 項 第 17 条第２項 

地方教育行政の組

織及び運営に関す

る法律第 1 条の 3 
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（３）計画の構成と期間 

 

北広島市教育振興基本計画（2021-2030）（以下、「教育振興基本計画」とい

う。）の構成は、総合計画（第６次）と整合性を図り、教育基本構想、教育基

本計画及び教育推進計画で構成します。 

 西暦（年度） 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 

和暦（年度） 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育振興基本計画＞ 

          

 

① 教育基本構想 ＜計画期間：10年＞ 

   

未来を担う人間像やその育成のための教育の振興に関する基本目標と目標実

現のための政策を示すものです。 

 計画期間は、令和3年度（2021年度）から令和12年度（2030年度）までの10

年とします。 

 

② 教育基本計画 ＜計画期間：前期5年、後期5年＞ 

 

教育基本構想に基づき、その実現に向けた政策・施策を体系的に示すもので

す。教育を取り巻く情勢や社会経済環境の変化などに応じて柔軟に見直しでき

る計画とします。 

前期5年：令和3年度（2021年度）から令和7年度（2025年度）まで 

後期5年：令和8年度（2026年度）から令和12年度（2030年度）まで 

 

教育基本構想 

教育基本計画 

教育推進計画

計画 

１０年間 

前期 5 年間 後期 5 年間 

3 年間 

3 年間 

3 年間（毎年度ローリング） 
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③ 教育推進計画 ＜計画期間：3年＞ 

  

教育基本構想及び教育基本計画に基づき、基本目標の実現に向けた具体的な

事業を示すものです。 

計画期間は3年間とし、毎年施策の点検評価を行い、その推進状況を広く情

報提供するとともに、社会状況の変化や時代の要請、国・道の動向を踏まえ

て、毎年度策定します。 
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第２章 教育の動向 

 

 １ 教育をめぐる現状 

 

我が国の第３期教育振興基本計画では、教育の普遍的な使命として、改正さ

れた教育基本法に規定する教育の目的である「人格の完成」、「平和で民主的な

国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育

成」と、教育の目標を達成すべく、「教育立国」の実現に向け更なる取組が必

要としています。 

また、「超スマート時代（Society5.0）」の実現に向けた技術革新が進展する

なか「人生 100 年時代」を迎えようとしており、人工知能（AI）やビッグデー

タの活用などの技術革新が急速に進むなどの大転換社会の現状等を踏まえ、取

り組むべき課題として次の分野をあげています。 

 

（１）社会状況の変化 

 

①人口減少・高齢化の進展 

 

我が国の人口は，平成20（2008）年をピークとして減少傾向にあり、2030 

年に掛けて20 代、30 代の若い世代が約２割減少するほか、65歳以上が我が国

の総人口の３割を超えるなど生産年齢人口の減少が加速することが予測されて

おり、経済協力開発機構（OECD）の予測では、生産年齢人口の割合がOECD

加盟国中最下位になるとされています。また、65歳以上の中でも、75歳以上が

多数を占め、現在よりも寿命がさらに延びていくとの指摘もあります。 

・18 歳人口が現在の約 120 万人から、2032 年には約 98 万人となり、さらに

2040 年には約 88 万人にまで減少 

・就業状況に関して、女性の出産後の継続就業は依然として課題 

・65 歳以上の雇用者が増加しており、60 歳定年企業における定年到達者の 8

割以上が継続雇用されている状況 
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②急速な技術革新 

 

2030年頃には、第４次産業革命とも言われる、IoTやビッグデータ、AI等を

はじめとする技術革新が一層進展し、社会や生活を大きく変えていく超スマー

ト社会（Society5.0）の到来が予想されています。研究・開発・商品化から普

及までのスピードも加速化しているとの指摘もあり、次々に生み出される新し

い知識やアイデアが組織や国の競争力を大きく左右していくことが想定される

なかで、我が国は第４次産業革命への対応においてアメリカやドイツなどに遅

れを取っているとの指摘もあり、取組の加速が大きな課題となっています。 

 ・技術革新の進展により、今後10年～20年後には日本の労働人口の相当規模

が技術的にはAIやロボット等により代替できるようになる可能性 

・これまでになかった仕事が新たに生まれ、労働市場の流動化の一層の進展 

 

 ③グローバル化の進展と国際的な地位の低下 

 

あらゆる場所でグローバル化は加速し、情報通信や交通分野での技術革新に

より、人間の生活圏も広がっています。また、世界の国々の相互影響と依存の

度合いは急速に高まっており、貧困や紛争、感染症や環境問題、エネルギー資

源問題など、地球規模の人類共通の課題が増大する中、我が国には、それらの

課題の解決に積極的に取り組むことが求められています。 

 ・世界のGDPに占める日本の割合が低下傾向にあり、2030年における日本

の占める割合はさらに低下する予測 

 ・社会のあらゆるつながりが国境を越えて活性化しており、人材の流動化な

どグローバル競争の激化が予想 

 

 ④子供の貧困など社会経済的な課題 

 

子供の貧困は，相対的貧困率について改善が見られるものの、引き続き大き

な課題です。専門学校等も含めた高等教育機関全体への進学率は約８割となっ

ている中で、家庭の社会経済的背景（家庭の所得，保護者の学歴など）と子供
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の学力や４年制大学への進学率には相関関係が見られることを指摘する研究が

存在しています。 

・学歴等による生涯賃金の差 

 

 ⑤地域間格差など地域の課題 

 

人口移動の面では、東京一極集中の傾向が加速し、全人口の４分の１以上が

東京圏に集中する中で、民間機関による地方公共団体の「消滅可能性」に関す

る分析結果が発表され、多くの地方公共団体や地方関係者に強い衝撃を与えま

した。 

 ・各地の災害に対して学校施設の復旧や就学支援、児童生徒の心のケア、学

習支援、復興を支える人材の育成や地域の再生 

 

（２）教育をめぐる状況変化 

 

 ①子供・若者をめぐる課題 

 

 ・社会状況の変化等による幼児の生活体験の不足等から、基本的な技能等が

十分に身についていない 

 ・学ぶことと自分の人生や社会とのつながりを実感しながら、自らの能力を

引き出し、学習したことを活用して、生活や社会の中で出会う課題の解決に

主体的に生かしていくという面に課題 

 ・読解力が有意に低下、将来の夢や目標をもつ児童生徒の割合が横ばい 

 ・子供たちの自己肯定感が諸外国と比べて低い 

 ・授業においてコンピューターを使っている生徒の割合がOECD加盟国で最

も低い水準 

 ・自然の中での豊かな体験や、文化芸術を体験して感性を豊かにしたりする

機会、運動する子供とそうでない子供の二極化傾向 

 ・暴力行為の発生件数、不登校児童生徒数が依然として相当数、いじめによ

る重大な被害 
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 ・発達障害を含めた障害のある子供の一人ひとりの障害の状態や発達の段階

に応じた指導や支援のさらなる充実、外国籍等の子供への対応 

 

 ②地域コミュニティの弱体化 

 

・地域の人々の間の付き合いが疎遠になるなど，地域コミュニティの弱体化

が指摘されており，高齢者や困難を抱えた親子などが地域で孤立するという

深刻な状況 

 

 ③家庭の状況変化 

 

・三世代世帯の割合が低下し，一人親世帯の割合が上昇傾向 

・家庭教育は全ての教育の出発点であることを踏まえ、身近に相談できる相

手がいないといった家庭教育を行う上での課題 

 

 ④教師の負担 

 

 ・学校に求められる役割が増大し、教師に負担 

 ・OECD調査では、中学校教師の授業時間は調査参加国の平均を下回ってい

る一方、勤務時間は上回っている結果 
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 ２ 国及び北海道における教育目標・教育政策の動向 

 

（１）教育基本法 

 

我が国では、日本国憲法の精神にのっとり、我が国の未来を切り拓く教育の

基本を確立し、その振興を図るため教育基本法を制定しています。 

教育基本法では、次のとおり教育の目的、教育の目標を掲げています。 

 

（教育の目的） 

第１条 教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者と

して必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行われなければ

ならない。 

（教育の目標） 

第２条 教育は、その目的を実現するため、学問の自由を尊重しつつ、次に掲げ

る目標を達成するよう行われるものとする。 

(1) 幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道

徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこと。 

(2) 個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自律

の精神を養うとともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態

度を養うこと。 

(3) 正義と責任、男女の平等、自他の敬愛と協力を重んずるとともに、公共の

精神に基づき、主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養

うこと。 

(4) 生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

(5) 伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとと

もに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。 
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（２）第3期教育振興基本計画 （2018年6月15日閣議決定） 

 

我が国では、第 2 期計画の「自立」「協働」「創造」の方向性を継承しなが

ら、2030 年以降の社会を展望して教育政策を次のとおり重点化しています。 

 

 ≪個人と社会のめざすべき姿≫ 

（個人） 自立した人間として、主体的に判断し、多様な人々と協働しながら

新たな価値を創造する人材の育成 

（社会） 一人一人が活躍し、豊かで安心して暮らせる社会の実現、社会（地

域・国・世界）の持続的な成長・発展 

 

≪教育政策の重点事項≫ 

○「超スマート社会（Society5.0）」の実現に向けた技術革新が進展するなか

「人生100年時代」を豊かに生きていくためには、「人づくり革命」「生

産性革命」の一環として、若年期の教育、生涯にわたる学習や能力向上が

必要 

○教育を通じて生涯にわたる一人一人の「可能性」と「チャンス」を最大化

することを今後の教育政策の中心に据えて取り組む 

 

 

≪今後の教育政策に関する基本的な方針≫ 

１ 夢と志を持ち、可能性に挑戦するために必要となる力を育成する 

２ 社会の持続的な発展を牽引するための多様な力を育成する 

３ 生涯学び、活躍できる環境を整える 

４ 誰もが社会の担い手となるための学びのセーフティネットを構築する 

５ 教育政策推進のための基盤を整備する 
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（３）北海道教育振興基本計画 

 

平成20年度から平成29年度までを計画期間とする北海道教育推進計画（第四

次北海道教育長期総合計画）では、「自立」と「共生」の２つの視点を柱とす

る基本理念を掲げ、教育施策を総合的かつ計画的に進めてきました。 

北海道においては、平成30年度以降もこの理念を継承し、「自立」と「共

生」を基本理念の柱として、グローバル化の進展や全国を上回るスピードで進

む人口減少などの社会情勢の変化や様々な教育課題を踏まえ、北海道の将来を

担う子どもたちが、夢と希望にあふれ健やかに成長できるよう、これからの北

海道が目指す教育の基本理念を次のとおり掲げています。 

 

 

≪基本理念≫ 

 

●自立 自然豊かな北の大地で、世界を見つめ、自立の精神にあふれ、自らの

夢に挑戦し、実現していく人を育む 

 

●共生 ふるさとへの誇りと愛着を持ち、これからの社会に貢献し、共に支え

合う人を育む 
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第３章 教育基本構想 

 

 １ 北広島市の教育理念 

 

北広島市の教育理念 

 

 すぐれた知性と 豊かな心と 健やかな身体をもって 

    自然と創造の調和を図り、郷土の未来を切り拓く人を育む 

 

   昭和 44 年 8 月制定 昭和 60 年 3 月改訂 令和 3 年 3 月改訂 

 

 

≪教育理念の考え方≫ 

 

 本市では、昭和 45 年度(1970 年度）に広島町総合開発計画を策定して以来、

「自然と創造の調和した豊かな都市」をまちづくりのテーマに掲げ、自然に囲

まれた美しいまちなみの中に、市民が住みよさを実感しながら、いきいきと活

動するまちをめざしてきました。 

 本市の教育理念では、本市のまちづくりにふさわしい「人づくり」に焦点を

あて、市民一人一人が、その能力や体力などに応じて、自己の教養や人格を磨

き、運動やスポーツ、文化に親しむことなどを通して健康で豊かな人生を送る

ことができるとともに、ふるさとである北広島に愛着をもち、これから訪れる

であろう大きな社会の変化や未知の困難に対して、自己の夢や目標を持ち、他

者と支え合いながら切り拓いていく力を育み、北広島はもとより、国内外で活

躍する人を育むことを教育理念とし、この教育理念を市民と共有して取り組ん

でいきます。 
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２ 北広島市のめざす人間像 

 

 本市では、市総合計画（第 6 次）においてめざす都市像を「希望都市」「交

流都市」「成長都市」として、次のとおり設定しています。 

希望都市 

みんなが希望を持って、輝けるまち 

緑豊かな生活環境の中で、子どもからお年寄りまで多世代の方々が

趣味、仕事、家族、友人などそれぞれの楽しみや喜びを持った生活を

営み、すべての市民が希望を持ち、人が輝くまちをめざします。 

交流都市 

多様な交流がうまれ、にぎわいと活力あふれるまち 

観光、産業、スポーツ、文化などあらゆる分野において、国内外を

問わず、多くの人々が行き交い、市民との多様な交流を創出すること

により、にぎわいと活力にあふれたまちをめざします。 

成長都市 

新しい可能性を秘め、成長を実感できるまち 

本市は、大都市に隣接し、地理的条件に恵まれているという特性を

持つとともに、新しい可能性を秘めたまちです。充実した生活環境を

維持しながら、市民が更なる成長を実感できる魅力あるまちをめざし

ます。 

 

 本市には、このまちにゆかりのある先人たちの精神や行動の中に、この 3 つ

の都市像をよく表す先達の存在を実感できるというかけがえのない「つよみ」

があります。 

 このことから、本市がめざす人間像は、先人たちの精神や行動に学びなが

ら、新しい時代を切り拓く力を育むことを目標とし次のとおり設定します。 

 

めざす人間像 

 

希望を懐
いだ

く人 交流に励む人 成長に挑む人 

   令和 3年 3月制定 
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・希望を懐く人 

 本市がめざす「希望都市」は、情熱・使命感・専門性を有した「希望を懐く

人」が育てます。 

市内島松沢で「青年よ 大志をいだけ」の名言を残したW.S. クラーク博士

は、情熱・使命感・専門性を有した「希望を懐（いだ）く人」であり、彼が伝

えた溢れる情熱、使命感、高い専門性は青年たちの心に、自らの能力を高め、

互いに切磋琢磨する気質を培わせ、新たな時代へ飛躍を遂げさせました。彼が

持っていた人の心を動かす人間力は、北広島がめざす「希望」のまちづくり・

人づくりには不可欠であり、現代においても「大志を懐く」「博愛」の精神は

貴重となります。 

 

・交流に励む人 

 本市がめざす「交流都市」は、調和・協調・刻苦勉励の「交流に励む人」が

育てます。 

道路の整備、田畑の開墾、学校や役場の建設など、開拓期のまちづくりに奔

走し、村長など多くの役職を歴任し、たゆまぬ努力でまちと人をリードした和

田郁次郎は、調和・協調・刻苦勉励を象徴する「交流に励む人」であり、彼が

持っていた広島県人25 戸の同胞のリーダーとしての協調の精神や努力は、北

広島のめざす「交流」のまちづくり・人づくりには不可欠であり、現代におい

ても「協調」「刻苦勉励」の精神は貴重となります。 

 

 

・成長に挑む人 

 本市がめざす「成長都市」は、自律・意識改革の「成長に挑む人」が育てま 

す。 

市内島松沢に入植し、「赤毛種」という種もみを使い、当時道南以北では不

可能と言われていた稲作を成功させ、「寒地稲作の祖」となった中山久蔵は、

自律・意識改革・行動の「成長に挑む人」です。彼の改革に挑み続ける人間力

が、北広島がめざす「成長」のまちづくり・人づくりには不可欠であり、現代

においても「チャレンジ精神」「自己改革」の精神は貴重となります。 

 

 

※懐
いだ

く～「考え、感情を抱くこと」 
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 ３ 北広島市教育ビジョン 

  

今までの教育基本計画では、2011 年度から 2020 年度における教育施策のテ

ーマを「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」として、これまでの学校教育

と社会教育の両輪による推進体制からさらに踏み込み、社会の変化により柔軟

に対応し、北広島の特性を生かした教育施策が展開できるよう、学校教育と社

会教育が互いに乗り入れ結び合う、新しい推進体制を構築していくこととし、

ライフステージにあった学習環境を整備する「縦軸」と、地域における人材や

関係機関・団体などの持続的な連携協力を広める「横軸」の取組を密接に結び

合わせ、それぞれの関係性を強めてきました。 

 教育振興基本計画では、これまでの「縦軸」と「横軸」の取り組みをさらに

深め、学校・家庭・地域が相互に支え合い、社会総掛かりで人を育む体制を構

築するとともに、教育を通じて生涯にわたる一人一人の「可能性」と「チャン

ス」を最大化することを 2021 年度から 2030 年度における 10 年間の重点事項

とし、それを簡潔に表現することとして、次のとおり北広島市教育ビジョン及

びテーマを設定します。 

 

北広島市教育ビジョン 

 

生涯にわたる学びをとおして、誰もが活躍できる社会の実現 

    

 

テーマ 

 

大志をいだき未来を切り拓くまち・きたひろしま 
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北広島市教育ビジョン・テーマを進める上での視点について 

  

教育振興基本計画における北広島市教育ビジョン、テーマ及び政策・施策を

推進する視点については、今までの教育基本計画を踏まえ、第 3 期教育振興基

本計画を参酌するとともに、改訂された学習指導要領、今日課題とされている

事項、これから訪れる新しい社会を予想し、様々な未知の困難に対して、障が

いの有無等にかかわらず、支え合って未来を切り拓いていく資質・能力を生涯

にわたって学び、学んだことを活用できる社会の実現をめざし、次の視点で進

めることとします。 

 

 

□視点１ 生涯にわたる学習環境の充実と活躍できる環境の整備 

 

    いつでも、どこでも、だれでも、何度でも学習することができる学習

環境を整備するとともに、学習したことを活用できる環境を整備する視

点 

 

 

 □視点２ 誰もが社会の担い手となるための学びの環境の整備 

    

障がいの有無や、日本語指導の必要性、不登校、家庭環境など、多様

な観点からのニーズに対応した教育機会の提供を図り、一人ひとりの可

能性を最大化する視点 

 

 

 □視点３ 学校、家庭及び地域が一体となった教育力の向上 

    

学校、家庭、地域住民、企業や行政等が、それぞれの役割と責任を自

覚し、相互が補完し合うなどの連携協力・協働により、地域の教育力の

向上を図り新たな地域づくりを進めていく視点 
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第４章 教育基本計画  

～学びあい心を育てる 9 つの政策と 26 の施策～ 

 

北広島市教育ビジョン 生涯にわたる学びをとおして、誰もが活躍できる社会の実現

テーマ 「支えあい未来を切り拓くまち・きたひろしま」

9つの政策 26の施策

1　義務教育9年間の学びを支える教育活動の展開

2　豊かな心を育む教育の充実

3　確かな学力を育てる教育の充実

4　健やかな体を育てる教育の充実

5　特別支援教育の充実

6　社会の変化や課題に対応した教育の推進

7　地域とともにある学校づくりの推進

8　9年間の学びを支える教育環境の整備

9　学校ＩＣＴ環境の整備

10　幼児教育・家庭の教育力向上への支援

11　教育相談体制の充実

12　地域が支える健全育成活動の充実

13　人を育む社会教育の充実

14　学び合う生涯学習機会の充実

15　学びと活動・活躍の循環

22　健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進

23　競技スポーツの振興

24　スポーツ施設の整備と運営

20　誰もが参加できる地域文化の振興

21　創造と交流を生む文化芸術活動の展開

16　エコミュージアム構想の推進

17　文化財の保存と活用

18　図書館サービスの充実

19　地域まるごと読書活動支援の充実

25　開かれた教育行政の推進

26　確かな教育行政の運営

政策8

生涯にわたる読書活動の推進

政策1

「生きる力」を育む学校教育

の推進

政策5

スポーツ活動の推進

政策6

芸術文化活動の振興

政策7

郷土愛を育む教育活動の推進

政策9

開かれた教育行政の推進、確

かな教育行政の運営

政策2

信頼され、魅力ある学校づく

りの推進

政策3

やさくし支えあう教育連携の

推進

政策4

結び合い、学び合う社会教育

の推進
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 政策１ 「生きる力」を育む学校教育の推進 

 

現 況 と 課 題 

社会が急激に変化する中で、子どもが豊かな創造性を備えた持続可能な社会の創り手

として、変化を前向きに受け止め、予測不可能な未来社会を自立的に生きるための資質・

能力を育成することが求められています。 

 

児童生徒が社会の変化に主体的に対応できるようにするため、確かな学力を身に付け、

自ら学び、自ら考える力を育むことが求められています。あわせて、児童生徒一人一人

の社会性や職業観・勤労観を育てる「キャリア教育」の充実が求められています。 

 

健やかな体を育む基礎となる学校体育・学校保健の充実とともに、体力の源である食

の正しい知識と望ましい食習慣の確立が求められています。 

 

学習意欲の向上や責任感の醸成等を図る上で、部活動などの生徒の自主的・自発的な

活動を推進することが必要となっています。 

 

姉妹都市・広島県東広島市との交流を通して、お互いの歴史や文化の理解とふ

るさと意識の醸成が求められています。 

 

国においては、外国語教育の小学校中学年での導入や高学年での教科化等を内容とす

る学習指導要領の着実な実施を促進するため、外国語教育の強化を掲げています。 

 
 

基 本 的 方 向 

■義務教育 9 年間で児童生徒の学びを支える小中一貫教育を推進します。 

■豊かな心を育むため、自分の大切さとともに、他者の大切さを認めるなど、子ども

の豊かな人間性と多様な能力を育む教育を推進します。 

■基礎的・基本的な知識や技能、課題を解決するための思考力・判断力・表現力や主

体的な学習態度を育成し、目標の実現や課題の解決を図ることができる確かな学力

を育てる教育を充実します。 

■体力、運動能力の向上を図るとともに、体力の源である食の正しい知識や望ましい

食習慣の確立など健やかな体を育てる教育を充実します。 

■災害時や平常時の各種活動拠点として、(仮称)防災食育センターを整備します。 
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■一人一人の教育的ニーズに応じた、きめ細かな指導や支援の充実を図ります。 

■国際理解、情報、環境、福祉、人権、平和、キャリア発達などの様々な課題に対し

て主体的に解決に取り組もうとする態度・能力の育成など、社会の変化や課題に対

応できる力を育む教育を充実します。 

■姉妹都市広島県東広島市との交流を通して、お互いの歴史や文化を理解し、 

ふるさと意識の醸成を推進します。 

■国際化社会に対応した外国語教育の充実を図ります 

 

 

 

1 義務教育 9 年間の学びを支える教育活動の展開                

●義務教育 9 年間の学びを支える小中一貫教育を推進するとともに、学校の課題に対

応した教育体制の確保を図ります。 

 

2 豊かな心を育む教育の充実                         

●豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、自己肯定感、他者への思いやりの心な

ど、豊かな心を育む教育を推進します。 

●学校図書館を活用し、児童生徒の豊かな感性や想像力を育む読書活動を推進します。 

 

3 確かな学力を育てる教育の充実                        

●学ぶ楽しさや知る喜びを実感できるよう、体験的、探究的な学びを推進します。 

 

4 健やかな体を育てる教育の充実                       

●「全国体力・運動能力、運動週間等調査」の結果等を活用し、子どもの体力・運動

能力の向上を図ります。 

●食育により「食べる力」を身に付けるため、家庭や学校、地域と連携し、生涯にわ

たり実践し育み続けるための「食育の環
わ

」の形成を図ります。 

●安全で安心な給食を提供するため、中学校給食調理場設備の計画的な整備を図りま

す。 

●(仮称)防災食育センターを整備し、災害時における炊き出しや避難所等への食料の

配送を実施するとともに、平常時における防災や食育に関する啓発活動を推進しま

す。 

 

5 特別支援教育の充実                             

●特別な支援を必要とする児童生徒に対応するため、一人一人の教育的ニーズに応じ

た指導を推進します。 

 

施 策 
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6 社会の変化や課題に対応した教育の推進                    

●姉妹都市東広島市との交流を通して児童生徒のふるさと意識の醸成を図るととも

に、キャリア教育、防災教育や消費者教育を推進します。 

●外国語指導助手(ＡＬＴ)の活用等により、国際化社会に対応した外国語教育を推進

します。 

●プロスポーツチーム等と連携した特色ある教育を推進するとともに、ボールパーク

内の施設や機能を活用した教育の取組について検討します。 

 

 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

「小中学校における教育内容の充実」の満足度 

(市民意識調査) 
59.2％(Ｈ30 年度) 上昇 

学校以外での 1日当たりの勉強時間 
小（1時間以上）：67.2％(Ｈ30) 

中（2時間以上）：27.8％(Ｈ30) 
上昇 

家庭や地域と連携した食育の実施校割合 
小学校：87.5％ 

中学校：50.0％ 
各 100％ 

1 校当たりの特別支援教育支援員、特別支援学級

介助員の配置人数 

支援員：1.53 人(Ｈ31) 

介助員：1.00 人(Ｈ31) 
上昇 

CEFR の A1 レベル以上の英語力を有する中学 3年

生の割合 
38.3% 上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 

 

24 

 

 政策２ 信頼され、魅力ある学校づくりの推進 

 

現 況 と 課 題 

学校が保護者や地域から信頼され、期待に応える教育を実現するためには、子どもを

中心に据え、地域の意見や要望を生かした学校経営を進めることが求められています。

また、学校からも適時適切な情報提供を行い、地域の方々の教育活動への参加や学校に

ある資源を地域へ提供するなど、学校、家庭、地域が協働して「社会総掛かり」での教

育を進める、「地域とともにある学校」づくりが求められています。 

 

学校支援地域本部から地域学校協働活動への移行については、各種団体との関連性も

含めた対応が必要となります。 

 

家庭や地域の教育的ニーズにも対応した教育活動を推進するとともに、学校関係者評

価による学校評価の結果や、教育活動の成果を保護者や地域へ周知する広報活動等を充

実する必要があります。 

 

学校が担うべき業務、教職員や専門スタッフが担うべき業務の見直し、教員が子ども

の指導に使命感を持って、より専念できる学校の組織運営体制など、学校における働き

方改革の推進が求められています。 

 

家庭の経済状況に関わらず、学びに対して意欲的な児童生徒が質の高い教育を受けら

れるよう、経済的な負担の軽減を図る必要があります。 

 

教育施設の老朽化や児童生徒の実態に対応し、安全・安心で魅力ある施設の整備とＩ

ＣＴ機器等の設備を整備し、学びの質の向上や校務の効率化を進めるとともに、より良

い教育環境や適正な集団規模の中で学ぶことができるよう検討する必要があります。 

 

基 本 的 方 向 

■学校の教育活動や運営についてのマネジメント・サイクルに基づいた継続的な評価

や評価結果の公表、保護者や地域住民との双方向の協力、学校関係者からの意見や

評価の活用などを通して、信頼性の向上と学校改善を図る、「地域とともにある学

校」づくりを推進します。 

■コミュニティ・スクールや地域学校協働活動など、学校、家庭、地域が連携・協働

し、子どもの学びを支える取組の充実を図ります。 

■児童生徒の確かな学びを保障するため、より良い教育環境や適正な集団規模の中で
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学ぶことができるよう検討します。 

■質の高い学びを支える環境づくりや安心して学ぶことができる学校づくり、新しい

教育手法による魅力ある教育活動等、社会の変化や実態に合った教育環境を整備し

ます。 

 

 

 

7 地域とともにある学校づくりの推進                     

●家庭や地域の教育的ニーズを把握するとともに、学校関係者からの学校に対する評

価等、教育活動の成果について保護者等へ広く周知します。 

●学校、家庭、地域が連携・協働するコミュニティ・スクールや地域学校協働活動な

どの充実を図ります。 

 

8 教育環境の整備                              

●教職員の働き方改革を推進するため、専門スタッフの配置や校務支援システムの活

用等、教職員が本来担うべき業務に専念できる体制の確保を図ります。 

●小・中・高等学校等への就学を支援します。 

●長寿命化計画等を踏まえ、学校施設・設備の計画的かつ効率的な整備や改修を進め

るとともに、児童生徒がより良い教育環境や適正な集団規模の中で学ぶことができ

るよう検討を進めます。 

 

9 学校ＩＣＴ環境の整備                           

●学びの質の向上と校務の効率化を図るため、学校ＩＣＴ機器や環境の整備を安定的

かつ計画的に進めます。 

 

成果指標 現状値 目標値 

「豊かな学校生活を支える施設・設備の充実」の満足度 

(市民意識調査) 

58.4％ 

(Ｈ30 年度) 
上昇 

「家庭、学校、地域が連携した教育体制の構築」の満足度 

(市民意識調査) 

59.9％ 

(Ｈ30 年度) 
上昇 

市立学校のコミュニティ・スクール導入中学校区数 
1 中学校区 

(R 元年度) 

全中学校区 

(分校を除く。) 

部活動指導員の配置人数 1 名 全中学校 

教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 

現状値 平成 29 年度調査結果(調査時点：平成 30年 3 月時点)) 

7.3 人 

(H29 年度) 
改善 

 

施 策 
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 政策３ やさしく支えあう教育連携の推進 

 

現 況 と 課 題 

家庭を取り巻く環境が著しく変化している中、幼児の心身の調和がとれた発達を促し、

人格形成の基礎を培う幼児教育と小学校教育をスムーズに繋げていくことが求められ

ています。 

 

青少年の健全育成を図る上で、家庭教育は、子どもが基本的な生活習慣・生活能力、

豊かな情操、他人に対する思いやりや善悪の判断などの基本的倫理観、自立心や自制心、

社会的なマナーなどを身に付ける上で重要な役割を果たすものです。しかしながら、少

子化や地域コミュニティの希薄化など、家庭を取り巻く社会状況の変化の中で、家庭の

教育力の低下が指摘されています。 

 

市立学校には、心の教室相談員を配置して、児童生徒の悩み事などの相談に対応して

いますが、より複雑化した事案への対応が必要となっています。 

 

不登校児童生徒への対応については、相談・指導・訪問体制を充実していく必要があ

り、関係機関との連携を強化して取り組んでいく必要があります。 

 

インターネット上で、新しい形のいじめや犯罪被害に巻き込まれるなどのトラブルが

全国的に多発しています。このことから、いじめ防止基本方針に基づく対策を効果的に

推進していくとともに、子どもに情報モラル向上の指導や保護者への啓発を更に進めて

いく必要があります。 

 

登下校時に子どもが被害に遭う事案が全国的に社会問題化しており、地域で子どもを

守り育てる活動や機運の醸成を図る必要があります。 

 

基 本 的 方 向 

■「生きる力」の基礎や生涯にわたる人格形成の基礎を培う小学校就学前から、小学

校教育への接続を充実させます。 

■基本的な生活習慣や自立心の育成など、関係機関と連携し、家庭教育への支援を進

めます。 

■いじめの未然防止や早期発見・早期対応、更に不登校児童生徒への支援を図るため、

関係機関との連携強化と専門的知識を有する人材の活用を進めます。 
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■青少年を健やかに育む安全・安心な育成環境を確保するため、家庭、学校、地域と

の連携を強化し、主体的な健全育成活動を支援します。 

■登下校時における事件事故から子どもを守るため、保護者や地域住民、警察等の関

係機関と連携した安全確保対策を推進します。 

■児童が放課後を安全・安心に過ごし、多様な体験や活動ができるよう活動拠点とし

て「放課後子供教室」の充実を図ります。 

 

 

 

10 幼児教育・家庭の教育力向上への支援の充実                      

●小学校就学前から小学校教育への円滑な接続に向けた、幼稚園・保育所・認定こど

も園、家庭等との連携・取組を推進します。 

●家庭の教育力向上のため、関係する団体等と連携し、家庭教育支援に関する実践活

動・交流活動を行うとともに、家庭教育に関する実践・啓発活動を推進します。 

●北広島市ＰＴＡ連合会を支援します。 

 

11 教育相談体制の充実                            

●子どもサポートセンター相談員やスクールカウンセラー等の人材を活用し、いじめ

や不登校の未然防止と早期発見、早期対応の取組を推進します。 

 

12 地域が支える健全育成活動の充実                      

●家庭、学校、地域との連携を強化するとともに、地域の教育力の向上や各地区の健

全育成活動を支援します。 

●「子ども 110 番の家」の取組等、家庭や学校、地域に支えられたボランティア活動

を支援します。 

●「放課後子供教室」に関わる人材の確保等に向けた体制の整備を推進します。 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

幼保小交流会の実施 実施 維持 

スクールカウンセラーの配置時数 
小学校：36 時間 

中学校：572 時間 
上昇 

放課後子供教室の実施校数 3 校 上昇 

 

 

 

施 策 
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政策４ 結び合い、学ぶ合う社会教育の推進 

 

現 況 と 課 題 

「人生 100 年時代」、「超スマート社会(Society5.0)」に向けて社会が大きな転換期を

迎える中、より豊かに生きていく上で生涯学習の重要性は一層高まっています。 

 

市民一人一人が生涯を通して学ぶことができる環境の整備、多様な学習機会の提供、

学習した成果が適切に評価され、それを生かして様々な分野で活動できるようにするた

めの仕組みづくりなど、生涯学習社会の実現が求められています。 

 

全ての市民が、地域において世代を超えて互いに学び合い、教え合う相互学習を通じ

て、コミュニティ形成に向けた学習活動に対する支援が求められています。 

 

市民の様々な学習意欲を満たすため、学習ニーズを的確に把握し、意欲的・主体的に

学習活動ができるよう、必要な情報の適切な提供に努める必要があります。また、現代

的・社会的課題に対応した学習機会や、ライフステージに応じた学習機会の充実を図る

とともに、学習プログラムを工夫していく必要があります。 

 

市民による国際交流団体の活動やホームステイの受入れなどが行われており、市民生

活の場における国際化が着実に進行しています。国際化が進展する中で、地域や個人レ

ベルでの国際理解と国際交流を更に促進していく必要があります。 

 

生涯を通じて自らの人生を設計し、活躍することができるよう、必要な知識・技能の

習得、知的・人的ネットワークの構築や健康の保持・増進に資する生涯学習を推進し、

学びと活動・活躍の循環を形成していく必要があります。 

 

基 本 的 方 向 

■市民が学び合い、教え合う相互学習を通じ、コミュニティ形成に向けた学習活動や

体制づくりに努めるとともに、社会教育関係団体や市民の個性ある活動を継続する

ため、社会教育の充実を図ります。 

■生涯における学びや現代的で社会的な課題に対応した学習、ライフステージに応じ

た学習など、生涯学習機会の充実や、市民の主体的な学習活動に対する支援を図り

ます。 
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■生涯学習・社会教育を効果的に進めるため、人づくりをはじめ、学びと活動・活躍

の循環の形成を図ります。 

 

 

 

13 人を育む社会教育の充実                          

●学びを通したコミュニティづくりを推進するため、市民による相互学習の活動を支

援します。 

●地域課題の解決や地域社会の維持・向上や持続的な発展に向けた市民の主体的な学

習活動を支援し、市民と行政との協働による活動を推進します。 

 

14 学び合う生涯学習機会の充実                        

●市民やサークル団体の生涯学習の成果を生かす機会の創出を図り、市民の生涯学習

に対する理解と関心を深める取組を推進します。 

●ライフステージに応じた市民の学習ニーズを把握し、多様で豊かな学習機会の提供

を推進します。 

●国際感覚豊かな人材を育成するため、国際交流協議会との連携により国際交流の推

進と国際理解を深める各種機会の提供を図ります。 

●市民レベルでの交流が続いているカナダ・サスカツーン市との交流を推進します。 

 

15 学びと活動・活躍の循環                           

●市民の学びを支える利用しやすい中央公民館の効果的な運営を進めます。 

●レクリエーションの森の適切な維持管理を行うとともに、有効な活用方法や施設の

整備について検討します。 

●社会教育関係団体や学びに関する情報の発信を通し、学びの循環を図ります。 

●生涯学習に関わる団体相互の交流や地域間での交流を促進するため、学びのネット

ワークづくりについて検討します。 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

「自然や地域、社会など様々な体験機会の充実」の満足度 

(市民意識調査) 

63.8％ 

(Ｈ30 年度) 
上昇 

「生涯学習活動の機会の充実」の満足度 

(市民意識調査) 

63.3％ 

(Ｈ30 年度) 
上昇 

「自主的な市民活動の充実」の満足度 

(市民意識調査) 

63.6％ 

(Ｈ30 年度) 
上昇 

 

施 策 
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た教育振興基本計画の案ではありません。 
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 政策５ スポーツ活動の推進 

  

現 況 と 課 題 

市民だれもが、健康で生きがいのある生活を築くため、それぞれの体力や年齢、技術、

興味、目的に応じて、いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことができる

生涯スポーツ社会の実現が求められています。 

 

「人生 100 年時代」による健康志向の高まり等、ライフスタイルの変化に伴いスポー

ツが多様化し、市民ニーズや利用者層の変化に応じた健康・体力づくり機会の拡充、ア

ダプテッド・スポーツ、多世代交流型スポーツの視点が求められています。 

 

若年層のスポーツ機会の減少等の課題を解決し、健康意識の高い市民ニーズの把握に

努め、市民がスポーツ・レクリエーションに親しむことができる機会を広く提供し、各

種スポーツ教室の開催やスポーツ施設の充実、学校体育施設の開放などに取り組む必要

があります。 

 

更に、子どもたちを取り巻く環境の変化に伴い、小中学生の運動不足や体力低下、ス

ポーツ離れなどが課題となっています。スポーツ等を通じて、子どもの心と体の発達を

支援することが重要になってきていることから、幼年期を含めたスポーツ活動の底辺拡

大を図る必要があります。 

 

北広島市スポーツ振興計画の策定により、スポーツ施策の総合的なマネジメントを図

る必要があります。また、プロスポーツチーム等との連携・協力を通し、専門性や知見、

ブランド力を活かし、スポーツをより身近なものにしていくスポーツ振興を図るための

取組が必要となります。 

 

基 本 的 方 向 

■市民だれもが、生涯にわたりスポーツ・レクリエーション活動に親しむことができ

るよう、生涯スポーツ活動をはじめ、児童生徒・障がいのある方のスポーツ・レク

リエーション活動の支援を推進します。 

■競技スポーツを振興するため、スポーツ選手の育成や支援に努めるとともに、全道

大会や全国大会への出場など、大きな目標をもった青少年の夢と希望を実現するス

ポーツの振興を図ります。 

■多様化する市民ニーズに対応したスポーツ施設の整備と運営を図ります。 

■スポーツ振興計画に基づく計画的なスポーツ振興を図ります。 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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■ボールパークからもたらされるスポーツに関わる価値と機会を生かしたまちづく

りを進めます。 

 

 

 

16 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進                  

●市民だれもが健康で生きがいのある生活が送れるよう、市民との協働による各種ス

ポーツ教室やスポーツ活動の推進、健康・体力づくりの機会の拡充やアダプテッド・

スポーツの普及を通じて、多世代型スポーツ交流の促進を図ります。 

●市民の自主的な参加と健康・体力づくり機会を拡充するため、各種スポーツイベン

トの開催をはじめとするスポーツ事業を推進するとともに、スポーツ推進委員や生

涯学習振興会等と連携し、地域におけるスポーツ・レクリエーション活動の振興を

図ります。 

●プロスポーツ等の観戦の促進などの「観るスポーツ」とスポーツボランティアの育

成などの「支えるスポーツ」の振興を図ります。 

 

17 競技スポーツの振興                            

●ジュニアスポーツ活動の振興を図るため、スポーツアカデミーにおける選手の強化

育成や底辺拡大、指導者の養成に取り組むとともに、中学校部活動への支援などを

行います。 

●市体育協会やスポーツ少年団等の組織強化や育成を図るための支援をすることに

より、スポーツ競技者のスポーツ活動の振興を図ります。 

●市民の国際大会や全国大会等への出場を支援するほか、スポーツ大会において優秀

な成績を収めた市民を表彰し、自発的なスポーツ活動を推進します。 

●競技スポーツの低年齢化による怪我等の弊害の予防やスポーツ現場における課題

解決に係る情報提供のほか、スポーツ障害の防止等に係る普及啓発を図ります。 

 

18 スポーツライフの充実と環境整備                       

●市民が安心して利用しやすいスポーツ・レクリエーション環境を整えるため、スポ

ーツ施設の計画的な整備及び改修について検討します。 

●日常的なスポーツ・レクリエーション活動を支援するため、学校開放事業をはじめ

とするスポーツ環境の向上を図ります。 

●スポーツ振興計画に基づき、市民のスポーツへの関心を高め、地域が一体となって

プロスポーツチーム等を応援するなど機運の醸成を図ります。 

●プロスポーツチーム等との連携により、市民や地域のスポーツ振興を図ります。 

●ボールパーク内の施設や機能、人的資源を活用し、市民同士や地域同士をスポーツ

で結ぶことにより、スポーツが市民の生活の一部になるような取組を推進します。 

施 策 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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成果指標 現状値 目標値 

「スポーツ・レクリエーション活動に親しむ機会や環境の

充実」の満足度 (市民意識調査) 

68.8％ 

(Ｈ30 年度) 
上昇 

運動・スポーツが好きな児童生徒の割合 

小学 5年男子：75％ 

小学 5年女子：48％ 

中学 2年男子：71％ 

中学 2年女子：40％ 

(Ｈ29) 

上昇 

スポーツ観戦率 40％(Ｈ29) 上昇 

スポーツボランティア実施率 10.7％(Ｈ29) 上昇 

スポーツ施設利用者数 237,067 人(Ｈ29) 上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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政策６ 芸術文化活動の振興 

 

現 況 と 課 題 

社会の変化が急速に進む今日においても、文化的な環境の中で創造性を育み、表現力

を高め、心豊かな社会づくりを進めていくことが求められています。 

 

本市においては、芸術文化ホール開設以来、身近に芸術文化に関しての鑑賞する場や

発表の機会が確保され充実が図られてきました。今後も、だれもが身近なものとして芸

術文化に親しみを持って参加することができる環境を整備していく必要があります。 

そのために、芸術文化活動が持つ価値を生かし、関係機関との連携や主体的に活動を

進める団体を支援する体制を整備することはもとより、芸術文化活動が地域のコミュニ

ティづくりなどに生かされるよう支援を進める必要があります。 

 

活動を支える文化施設については、活動に適した十分な環境が保たれるよう計画的な

改修を行う必要があります。 

 

基 本 的 方 向 

■市民の芸術文化活動を振興し、地域文化の創造及び発展を図ります。 

■芸術文化の創造を担う人材の育成と鑑賞機会の充実に努めるとともに、市民の交流

の場を広げる芸術文化活動の振興を図ります。 

 

 

 

19 だれもが参加できる地域文化の振興                      

●鑑賞や体験の機会など、市民だれもが気軽に芸術文化活動に参加できる機会を提供

します。 

●優れた芸術文化活動に対して表彰を行うとともに、市民が主体的に取り組む芸術文

化活動を支援します。 

●青少年が行う芸術文化活動を支援します。 

●芸術文化活動に主体的に取り組む市民団体やサークル団体を支援します。 

●芸術文化ホールの計画的な改修と整備を進め、機能の維持と利便性の向上を図りま

す。 

 

 

 

 

施 策 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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20 創造と交流を生む芸術文化活動の展開                      

●芸術文化活動を支援する団体や、他の公共ホール等と連携し、優れた鑑賞機会の提

供を推進します。 

●芸術文化ホール等の活用により、市民が芸術文化を身近に感じ、市民同士の交流を

育む機会の創出を図ります。 

●ボランティア団体と連携し、市民に親しまれる芸術文化ホールの運営を進めます。 

●ボールパークが持つ魅力を生かした芸術文化の振興を図ります。 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

「芸術や文化に触れ親しむ機会の充実」の満足度 

(市民意識調査) 
73.1％(Ｈ30 年度) 上昇 

芸術文化ホール運営委員会事業参加者率 72.7％ 上昇 

花ホールボランティア登録者数 37 人 50 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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政策７ 郷土愛を育む教育活動の推進 

 

現 況 と 課 題 

国指定の史跡である旧島松駅逓所や特別天然記念物野幌原始林などの貴重な文化・自

然遺産、太古の様子を物語る化石などを守り、次の世代へ正しく継承していく必要があ

ります。 

 

市民が身近なものとして郷土の歴史や文化に親しみ、正しく理解し、郷土を愛する心

を育むことが大切です。 

 

エコミュージアムの普及推進の拠点である「エコミュージアムセンター知新の駅」に

ついては、エコミュージアムに関する情報の収集と発信、調査研究、展示のほか、郷土

に関する学習機会を提供する中心的役割が求められています。 

 

市民自らが、郷土の歴史と文化の理解に努める取組として、地域の遺産をあるがまま

に保存し、活用する「北広島エコミュージアム構想(まるごときたひろ博物館)」を更に

進める必要があります。 

 

 

基 本 的 方 向 

■市民のだれもが北広島を良く知り、誇りに思う心を培うとともに、北広島の自然や

歴史的遺産を大切に守り育てることができるよう、エコミュージアム構想の推進に

携わる人材の育成を進めるとともに、学習機会の充実や市民協働による事業を推進

します。 

■郷土の歴史資料や伝統的遺産の保存と活用を進めるとともに、市民が身近に郷土文

化財などに触れることができる環境づくりを推進します。 

■旧島松駅逓所が持つ歴史的な価値を発信し、地域資源としての活用の充実を図るた

め、施設整備を推進します。 

 

 

 

21 エコミュージアム構想の推進                        

●エコミュージアム構想を推進し、各地域の自然遺産・歴史遺産・産業遺産等を現地

において保全・活用する環境を整備します。 

●市民参加による郷土学習や体験学習を通して、自らのまちを誇りに思う郷土愛を育

施 策 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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む学習機会を提供します。 

●重要な郷土資料の保全、インターネット等を活用した情報の発信・提供、資料の展

示、学校等と連携した郷土の教育普及活動を充実するとともに、エコミュージアム

センターを市民の活動拠点として活用します。 

 

22 文化財の保存と活用                            

●史跡や歴史資料を適切に保存するとともに、その活用により歴史と文化に対する市

民の理解を深め、貴重な文化財の保護を進めます。 

●郷土の歴史、自然等の調査研究や収集保存を進めます。また、市文化財の指定を行

い保存します。 

●郷土文化の伝承に対する支援を進めます。 

●国指定史跡旧島松駅逓所について、老朽化の進んだ施設を将来にわたって維持し活

用するため、大規模改修を行います。また、その周辺地域においても一体的な整備

を推進します。 

●太子町と締結した連携協力協定に基づき、文化資源等の活用や知的資源及び人的資

源の交流などの取組を推進します。 

●特別天然記念物野幌原始林に新たな区域が追加指定されることから、適切な保存

に向けた保存活用計画を策定します。 

 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

「市の歴史や文化に対する意識の浸透」の満足度 

(市民意識調査) 
66.5％(Ｈ30 年度) 上昇 

まちを好きになる市民大学卒業人数 135 人 上昇 

エコミュージアムサテライトの指定数 1 件 5 件 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 

 

37 

 

政策８ 生涯にわたる読書活動の推進 

 

現 況 と 課 題 

情報のデジタル化が進み、図書館の資料収集と提供方法が大きな転機を迎えつつあり

ます。また、人口減少や高齢化により来館者数が減少傾向にあるため、ＩＣＴ技術等を

活用し、いつでも、どこでも、だれもが利用可能な図書館運営をめざす必要があります。 

 

子どもの読書については、現行の「北広島市子どもの読書活動推進計画」に基づき、

家庭・学校・地域が一体となった読書活動を推進しています。市図書館は図書館フィー

ルドネットを核としたボランティアが活躍し、学校図書館は、学校図書センターを中心

とした子どもの読書活動の推進に取り組んでいます。 

 

学校図書館の環境整備のほか、中学校に 3 名の学校司書の巡回配置や、大曲地区内

の 2 小学校と 4 保育施設等においては「まちなか司書」が巡回しています。また、小学

校においては、図書巡回事業「豆次郎」、保育施設等においては、絵本巡回事業「小豆

(あずき)」を実施しています。 

 

今後は、市図書館を中心に、保育施設等、学校図書館、そして、高齢者や障がい者な

ど連続的かつ横断的な視野で地域全体の読書活動を包括的に支援する取組が必要とさ

れています。 

 

基 本 的 方 向 

■来館による貸出サービスのみに依存せず、「地域まるごと読書支援モデル事業」の

全市的拡大等によるアウトリーチサービスの充実を図り、より進化した図書館サー

ビスを広範な市民に提供する情報センターとしての図書館をめざします。 

■市図書館が中心となり、地域全体の読書活動を包括的に支援するネットワークを構

築し、子どもから高齢者まで市民の読書活動に密着したサービスの形成を図ります。 

 

 
 
 

23 図書館サービスの充実                           

●図書館及び地区分館での資料やデジタル情報の充実に努め、市民が求める資料と情

報の提供を図ります。 

●図書館フィールドネットなど市民との協働により、多世代の方の生涯を通した読書

活動を推進します。 

施 策 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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●社会情勢の変化や市民ニーズに対応した図書館としての今後の在り方について検

討します。 

 

24 地域まるごと読書活動支援の充実                      

●地域の読書ネットワークを整備し、幼児から高齢者までの幅広い市民が読書活動を

しやすい体制づくりを進めます。 

 

 

成果指標 現状値 目標値 

「図書活動に親しむ機会や環境の充実」の満足度 

(市民意識調査) 
73.7(Ｈ30 年度) 上昇 

団体活動指標 8,000 人 
維持 

上昇 

アウトリーチサービス数(館外での貸出総数) 1,129 冊 上昇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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政策９ 開かれた教育行政の推進、確かな教育行政の運営 

 

現 況 と 課 題 

市民ニーズの多様化、少子高齢化の進展とともに、「超スマート社会（Society5.0）」、

「人生 100 年時代」など社会が大きく変化しています。こうした中、市民と行政が課題

と目標を共有し、開かれた教育行政を推進が求められています。 

 

 厳しい財政状況が想定される中、各施設の日常の維持管理をはじめ各業務についても

市民サービスの向上と行政運営の効率化などに取り組み、持続可能な確かな教育環境の

整備が求められています。 

 

基 本 的 方 向 

■市民の意向が反映されるよう開かれた教育行政を推進します。 

■市民と行政との共通理解を深めるため、多様な媒体を利用し広聴活動を推進します。 

■効率的で効果的な教育行政運営を推進し、市民サービスの向上を図ります。 

 

 
 
 

25 開かれた教育行政の推進                      

●市民の意向が反映されるよう、教育委員会会議や各種附属機関の活性化を図るとと

もに、各委員の公募、会議情報の適切な公表等を通じて開かれた教育行政を推進し

ます。 

●多様な媒体を利用し、積極的な広聴活動を実施します。 

 

26 確かな教育行政の運営                      

●「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価」等を踏まえ、不断の業

務改善に取り組むとともに、効率的で効果的な教育行政の運営に努めます。 

 

 

活動指標 現状値 目標値 

各種会議の会議録の公表率 

（非公開案件を除く） 
― 100％ 

   

   

 

 

施 策 



※本資料は、教育振興基本計画策定懇談会における懇談を深めるための資料であり、確定し

た教育振興基本計画の案ではありません。 
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用語の説明 

 

策定経過 

 

策定懇談会委員名簿 

 

 

 

 


